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需要量は価格の減少関数として表現する．  

計画期間終了時に売れ残った商品は，割引価  

格で処分する．  

商品は期首に入荷する．  

1．はじめに   

衣料品のような季節限定販売の新商品を小売店  

で販売する場合，商品の需要量に関する不確実性  

が非常に高い．また，商品の販売価格をどのよう  

に決定するかが重要である．   

このような問題に関して，単独の店舗における  

在庫を扱ったものにSubrabmanyanら【2】のモデ  

ルがある．彼らの論文の主な特徴は，発注量と販  

売価格を同時に決定し，途中までの売れ行きをみ  

ながら適宜計画の変更をする点である．   

一方，チェー ンストアなど，複数の店舗におけ  

る在庫モデルに，Nabmiasら【1】のモデルがある．  

これは，発注量を決定するキめのモデルであり，  

販売価格については考慮されていない．また，売  

れ行きをみながら計画を変更していくこともでき  

ない．   

本発表では1つの配送センターと複数の店舗か  

らなるチェーンストアを対象として，発注量と販  

売価格を同時、に決定し，期中までの売れ行きをみ  

ながら適宜計画変更ができるモデルを提案する．  

2．2記号の定義   

＜決定変数＞  

0た，J‥店舗kのt期における発注量  

鋸，J ‥店舗kのt期における販売価格  

0抑 ‥配送センターのt期における発注量   

＜計算により求まる値＞  

恥 ‥店舗kのt期における販売数量  

J鬼，J ‥店舗kのt期における期首在庫量  

JβC，J：配送センターのt期における期首在庫量  

乃わ ‥店舗kのt期における需要量  

汀ノ，わ ‥店舗kのt期におけるシナリオjの重み   

＜定数＞  

J：店舗における発注リードタイム  

エ：配送センターにおける発注リードタイム  

c ：商品の仕入原価  

〟：配送センターにおける単位時間当たりの  

商品1個の保管費用  

力 ：店舗における単位時間当たりの商品1個の  

保管費用  

w：商品の処分価格  

F：配送センターにおける発注時の段取費用  

J：シナリオの数  g：店舗の数   

＜添字＞  

ノ：シナリオ た：店舗 βC：配送センター  

J：期  

2．捷案するモデル  

2．1モデルの前提  

● 単一商品を対象とする．  

● 販売期間は複数の等しい期間に分割される．  

● 各店舗における需要量には負の二項分布に従   

う．  

● 各店舗における需要量はその分布のパラメー  

夕がはっきりしない場合が多い．そこで，あ  

らかじめ複数のシナリオを用意し，そのどれ  

かが真の分布であると仮定する．各シナリオ  

は，その発生確率に従い重みをつける．  

ある期におけるシナリオの重みは，前期まで  

の経過をもとに更新する．  

●  
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である．ただし，t期の期首在庫数量は  

Jゎ＝Jた，卜l一恥－1＋0ゎーJ  （5）  

で与えられる・また，∂（♂βC，′）は以下のような値  

を持つ関数である．   

（6）   

∂（触）＝‡∴芸：…こ   

さらに，最終期（第丁期）では，処分価格を考  

慮して  

2．3モデルの概要   

各店舗における需要量の分布は（1）式のような負  

の二項分布に従うものとする．2つのパラメータ  

m，ーを変化させることにより，複数のシナリオを  

作成する．  

（乃わ＋り，た－1）！  
在ノ，′（乃わ）＝  

明り，た－1）！  

〕nた’′・ト箸〕●り’た  

（1）  

mノ，わ   

真鮎 軋r＋（輌寸   
mノ，わ＋rノ，鬼  

◎r＝肋    撤，r，q．r  また，このとき販売数量の分布関数は  

g灯（∫灯l甲絆鞠J，J打卜C・触，r  

研′町 
〔を抑〕」   

と   

数値例は紙面の都合により当日報告する．  

（7）  

んゎ（乃わl恥）  

；∫ゎ＜Jゎ  

J  

∑んゎ（〝ゎⅠ勒） （2）  

職，J＝Jた，J  

；玖J＝Jゎ  

0   ；恥＞Jた，r  

gノか（恥一夕′）＝  

3．おわりに   

本稿では，衣料品のような季節限定販売の新商  

品を，1つの配送センターと複数の店舗からなる  

チェーンストアで販売する場合の在庫モデルを提  

案した．また，提案したモデルでは，発注量と販  

売価格を同時に決定し，途中までの売れ行きをみ  

ながら適宜計画変更ができる．  

となり，複数のシナリオを統合すると   

gた，′（恥l甲恥，恥，Jゎ）  
J   

＝∑汀ノ，た，′・g擁（恥l耽′，Jた，′）  
ノ＝1  

（3）  

となる・ただし，呼軋′は店舗kにおけるt－1期  

までの履歴であり，（∂り，…，0た，トト1，釣り，  

…，鋸，ト1，Jり，鞄，1，…，∫ゎー1，汀1，り，…，汀ノ，り）  

のことである．   

提案するモデルは以下のような動的計画問題と  

して定式化される．  
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真腺裾′抽斗  
◎r＝ 〟以  

クた，J，0た，J   

gゎ（恥l叩恥，恥，Jゎ）一C・0狛  

一的狛）トJ拡′＋1ガ・◎丹1】  

つまり，（4）式は前期までの履歴が与えられたもの  

として，t期以降の期待利益を最大にするモデル  
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